
6.こんごの|印ら点

本試験豺濾のうち利沢地区の•施工および渦果調査は4 2年効:よぴそれ以級にわたるので.ま 
だ十分な検討を行なうことはできないが•現在考えられる点は次のようである。
1•新縁化工の【目係

祈悬化工のうち,とくに面状は化工田ついては,相生親寸似のんのによる客土簿状の工法に 
くらべて,導入する母材(用土,史汁等)炉面的に広がるため,地況条件にかなり影醬されや 
すくなる点が観察された“したびって殺蛍網,被痍剤工等の面状海化工については,施工面の 
ムラのない株化と,生育促進方法の検対が必要とおもわれる。

2.簡易治山工作物の蘭俣
U) ' ：; 〇板エの施工方法については,探疋わの髙さをさらに上げて検对する必斐がある

(4 2年度工は$段ていどに上げて换&ける予定)。
(2)セメントミルクd入工については・仁)粒径が細かく透氷係救が小さい””碇;C对する注入 

W・料の組会わせとその刷エ仕様.(b焼液のみによって固結される部分の强度の増加方法,な 
と’は今後さらに所究を妾する問題である。
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2 9 空中写貞による治山計画法
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2•試燦目的

治山計囱を立案するに当っては.炳琅池・渓流荒廃地等の実態をつかふ,それに対処する治山 
ダムあるいは山腹:！?并導の故駄の概濡を求める必要がある.従来,治山爭菜計画は三として現J也 

にょ9 •地/地.渓沱荒廃地の数Gtを把握し.同様に現地£陸にiりダムサイトやダムの規 
模の決定,山Rエの耍,不要,工事の建另等の判断がなされていた。しかし,今後,奥地林の開 
兒などにと七ない,治山密業の計画対環&奥地へ挞カ:ることが部想され,讖就臨な奥地での现 
地調資は従来より多くの尚間と労力を必要i:すると思われる。加えて,•拓決云奥地林では気候的 
な邮勺により翊(E可能な期四も短く,従来よりも短時日に潟住を終了ー「ることが姿茨される,こ 
のような点を游えると今後の治山計諭に楽しては空中写爽の利用が不可欠のものと思われる。空 
中写真を利用することの利点は詢阳«間の瞬だけでなく.距離や地形K旧従されずに棺度一螺 
な,結果が?!｝られる点にもある。逆に空中写凡を用いる拗混ては％勰偌に相当な経及の支出を覚 
悟しなければならないが,幸いに全国i羽子林の大部分は燃募诟の會中写・があり.これらを沔用 
することが可能である。したがって.すでに撮当済の空中写衣•を用いて荒哩地の現況ならびに推 
秒の状況など各徒の写立削読を行ない,その結果を別に汀なった現地S说のせ吳と对比させて治 
山計両における現在の空中写共の利用法のあ準お上ぴ利用しうる限变を明らかにしようとした。

3.前年度までの経過とえられた結果

4 J年度が初年度のため該当なし。

立41拜Zの試顷計画

一般的な荒廃地の代表的な例として•長野柴伊那谷の長野営林局殉ケ根営林署•管内に約1〇 〇 
泓 の润査地をとり,治山計卤に必要な話項目のうち・尊其判読可能なものとして下記各項目・を 
黑び・現地涌漏果と対比させて尚就結果の央用的価彼の検討を行なうこと忙した。
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(1)煥壊地邱<ろ:S
⑴強 杭 (V)傾 級
fii) >2 斷・-・杉 (vi)彦 我
(iii)楚生立潑 (vii)衙辺怵梱
(iV)方 位 (•iii) 腳地内の伊生

(2)溪流に関するもの
(!) 顚荒廃地而特 (iii)溪床構断
(ii)演床族斯 ")盛床への没入植生

なお«荒廃堆の推移についての検討が-:-ぎるよ5,机赤に用いる空中写兵は沼•和5 6年
(喚禁地段直後)および紹和4 〇年掇影のH电とした。

5. 41年度•の試険経君と繕臬

I. 41年度就匯経過
罰述の41年度試験計画のところでぐしたと:.•り〇各;を演月について,只体的に間俛方 

法を以・下に述べるように決定した。
港宜項目およぴ調査硬領

(1)脂壊地に関する調宪
2種の空中写说の冬々:こついて次の.册充を行なう

(i) 燭境地の平而図化
1級図化機を用いて1万分の1のが!趙地の平而闵を插く。ただし,Q• 〇1俱 未 

満の猊壊地は省略しても差し龙えない,,同時に絢宏および溪流を插く。插かれた別 
域地の全海について(igixめ卻&明全を行ない,その結呆を第丨表:験入する 図 
化の涼低山腹切壊と渓岸芯)由を区分しておくっ

(ii) 桝壊地而積の圖定
〇・〇 I瞄 単位まで読めるような方法で平而図に播かれた燃明地而毬を計廁する;： 

< Hi)煥壊地の網听面形
燭壊地の換断面形を千分のiの凶而に描く。溪流との位检関係を同時に疋入する。 

(W)明堵地の発坐位置

崩淡が発生した山腹斜面の衆から谷までを上中下K分けて該当する w\cつ印を 
つける(Iっに限らない),
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(V ) 袖壊地の方悠
崩壊衡が肉いている方位を8方E與わす。

(VI)朔・歟!の倾为
佔愀角の陌斜わ:5l以内の誤達で;汁闸し,その政慎史口入する,

('/；!)涝咳地の;別:
T平長を叶痼し・明垠炮白柄/ (水平長)2 =形状保

攻として”己入する,
(列)周辺林相

周頌地の中央より上方尚;・の林相を針・広’混別に2 〇年未満および2 〇年以上
およぴその他に分けて記入する。 •

(IX ) 皿蟻地内の掴企
朋决地に侵入した栖生の粗密股をI 0%雄位に木单別に記入する。

(2)演流荒廃地に関する倒衣
2由の空中写其の各々について次の総査を行なう〇

(I)溪流の平海図化
例蛟瓶の:乎而図化と同時に痰流の平面図化を行なう〇涂流の林は渓床拓5很以 

下の部分を谷路する。
(ii) 荒脱溪流の紀赦

平而図に囚化された涣流のうち段!由または版頑Kより荒察している.あるいは荒 
廃したと思われる場所をめで明示する〇

(iii) 溪流荒廃地面琲の浏定
渓流箴の変化点ことに餾を測定し・湘定点から次の測定点までの磔を平面図上 

で瑚定し,第2表 により而積を・比する 临の制定は士1れ以!勺の叢差で潴定し 
德るような方法で.別淀点間の定離の茶定は土 5部以内め誤差で制定し再る方法で
行なう。 ^

< IV )錢床縦断血・の図化
(iR平面図化された※流の寸べて(荒廃の右無にかかわらず)についてその建断 

而図を描く。况尺は次平昵睡千分の1•垂直距隱百分の1とする。
(V ) 險爲我断面の図化

あらかじめ指定された箇所について百分の1の灘尺で横酣端を作成する。
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(vi)段入桃生
渓ソ帯・比内に卩人し国共を木VS'J：C!〇仁单位:で紀2表,コ己入くー。

(5)梅帔ビXる面晴および’す待の故!定
地廓地而专の湖定,沃哉范廃辭1の;即定および做だの利定を機械により行なった菸眼と 

手作fによるほ果を対比させるため次の作ムを行なう,(j)〜(iii)•つ作美は何れb 

3 6年搬彫の gい を用いて行なう,
(I)啊壊面積の測定

白样沢,大分次に分けてまた山腹•淺岸別になれそれの;尺の芯妒?にある团※地の 
而積如滤測定機によりな定する(!万分の1平而図使用)〇

(ii ) 純 沱饶址每仙の側注
白悻沢,大金沢のそれぞれの流域内にある溪流荒浸地の而税を洩度詞定檢により

師・する(1万分のI平面図)。 ・
(iii)"傾斜の測定

使斜濁図機を用いて漓査対照区域のうち1モデルにはいる叫壊地および朝の樹 
斜および勾配を觀定する。こZIら項目のうち山脱泌壊地・僵流弛あ地の面税測定に 
ついてはともに治山日I•画以のための特に而要な祯汽が項であるため."級図化機 
を用いて作図計測し,写爽を用いて而紙を$・側した投合の出来るぞ:ナ正味な値を求 
めてみた。
吏た.渓流璞横断測％土ダム設置計斯に不可欠であるので空中写貢kよる桟横忻 

の計制が出来るかどうか,また,治山計画を掛立する1ゝ注;として十分な回而炉作成 
し奇るかどうかをたしかめるため,專貞による計闾により千分・の!図面を作成して 
みた“次に機械による而積および侦斜の若成は,将来広葩网の区域の治山,汁距を主 
として空中字爽•によって樹立する場合を想定・可時間に正睡な結果が卻られる機械 
使用による科読を手作楽による到就と比’段できるよう;てしたものである。

2. 4 I年匯試験結果
(1)刎壊地に関する詞査

諸項目についての検的はまだ完了していないが•現在までの納果では,
(i) 面狀・傾斜,形找係・敬などの・は的な知定ば写江判読忙より汎地責企に相当する結果 

が绊られる。
(ii) 発生位ta«方位・罔辺林!!代ついて七正曜な結果が得られる。
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(l!l)朔唆池内の植生在怒:M援し嘗るカ:エ诉の妥否などと結びつけて钊読しXうとすらと 
能力•しいu

< >v)齒成地周辺部あろい;匚り‘尙地内の不な定土砂の址哝だなどは以在の科况技帯で::は 
とんど句定できない。

(2)添波荒廃地に題する词壹
(I)渓床袞断面図は実用に十分である.
(ii)浸未欄忻面図は蚯略の形の我現は出来るカ;・グム成計が出去る纹ど正球なものではな 

い。
(iiiJ吃生が軽入した溪衡荒陸地の司定はむずかしい,•
(iv )渓床砂毋の構成状,也あろいは同族などは号宣のみでは心とんど利定できない。

(5)械械による面恭およぴ缶斜の比定,
現・决对湛fcある。

5.こんごの同悠点

〇)団株地岡辺に成林木かある場合の明が而稽判訣和废はどうか。
の 网琪讦の京岩地,堆技地の判別方法tた施工の・斐»不安•難易などの刊削方法-
⑶ 浏壊地および沃流荒廃地で秋生が侵入している個所の胳エの要,不要の判定方法。
⑷ 汗湍こ價用すろ印皈その他槪械の旳氣と.国読埔度・そゆ抿択精純

"ど:T今佞:’>祈’•中次芯であ・
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